
No.17

定員 20 名 受講料 16,000 円

日付 科目

オリエンテーション

ジョブ理論の基本

JOBSメソッド®について

ジョブ理論の実践

～総合演習～

修了証書の授与

11時30分～14時30分

　　（昼休　12時30分

　　　　　　～13時30分）

ジョブ理論を実践するためのメソッドを演習を交えながら学びます。

・JOBSメソッド®とは何か

・ヒットの理由をジョブ理論で考える

・身近な持ち物が解決するジョブ

・商品・サービスの普及を予測

山田　竜也

（やまだ　たつや）

株式会社インディージャパン

取締役

トレーニングディレクター

電気通信大学機械制御工学専攻修士。MIT Sloan Executive MOT。

　大学院時代は現JAXAにてCFDの研究、電通国際情報サービス入社後は製造業のDXを支援、製造業の開発プロセスに特化したiTiDコンサルティング創業メンバー

としてカーブアウトし米国技術コンサル会社との様々なプロジェクトを通してコンカレントエンジニアリングの神髄を学ぶ。

　製造業のR&D部門にて早く安く良い製品を生み出す支援をする中で、既存製品でのものづくり力の向上よりも、新たなカテゴリーでの製品・サービス、そして、新規事業

を生み出す必要があることを痛感し、イノベーション、新規事業創出にフォーカスするINDEE Japanの創業に参画。ジョブ理論の伝道師として多くのトレーニングセッション

を実施。

　60カ国以上を旅した経験を持つ、地元の生活者の日常を垣間見るのが好きなエスノグラファー。優しそうな風貌とは裏腹に頑固な面もある、日々の努力を見せないイ

チロー型のストイックな職人。

17時30分～17時40分 　 中小企業大学校担当職員

※カリキュラムは都合により変更する場合がありますので予めご了承ください。

講師氏名 略歴

研修期間 2024年9月26 日（木）＜1日間＞

対象者

経営者、経営幹部

・イノベーター的な考え方を学びたい方

・革新的なアイデアを創出したい方

・新規事業を立ち上げたいと考えている方

9時20分～9時30分 中小企業大学校担当職員

時間 内容 講師

9/26

（木）

9時30分～11時30分

ジョブ理論について具体的な事例や自社製品・サービスを使って、演習を交えな

がら学びます。

・製品・サービスが顧客に雇われる理由

・自社製品・サービスのPSF（Problem Solution Fit）

・ジョブ理論とは何か

山田　竜也

株式会社インディージャパン

取締役

トレーニングディレクター

14時30分～17時30分

ジョブ理論の実践方法について、身近な事例や自社テーマを使って理解を深めま

す。

・身近なサービスを再定義

・自社テーマにジョブ理論を適用

研修のねらい

　先の見えない時代を生き抜いていくために、経営者にはこれまで以上にイノベーションを起こすことが重要となっています。

　本研修では、イノベーション研究で有名なクリステンセン教授によって体系化された、顧客がなにを必要としているかを捉えることでビジネス機会の創出につなげる「ジョブ

理論」を中心に、ジョブ理論を実践するためのメソッド（JOBSメソッド®）、具体的な商品・サービス化の考え方を演習を通じて身に着けていただきます。

　また、顧客価値の仮説立案力や潜在ニーズの発見力、顧客ニーズの掌握力を強化することで、自社のイノベーションのアイデア探しにつなげていただきます。

研修の特長

・ジョブ理論を正しく理解し、実践するためのメソッドを学びます。

・身近な事例の演習に取り組むことで、ジョブの定義の仕方やジョブを解決する製品・サービスの発案が体感できます。

・具合的な事例や演習を通じてヒントを得た後、自社での取り組みについて考えます。

◆本コースでの学習と併せて、下記コースをご活用ください。

・「No.16 徹底サポート！自社の経営戦略策定講座」 2024年9月18日（水曜）～　9月19日（木曜）／10月18日（金曜）〈全3日間〉

・「No.18 プロセスを学ぶリスクマネジメント」 2024年10月29日（火曜）～　10月30日（水曜）〈2日間〉

・「No.21 トップセミナー2　一歩を踏み出すサーキュラー・エコノミー【虎ノ門開催】」　2024年11月27日（水曜）〈1日間〉

コース名 トップセミナー1　イノベーション経営の実践　【虎ノ門開催】

売り手目線とは異なる、顧客視点の考え方を学ぶ


